
生活を展望する中学校家庭科の授業づくり

一多様な価値観をすり合わせる言語活動　－

　１　はじめに

　生徒たちを取り巻く社会は、日々めまぐるしく変

化している。多種多様な情報も氾濫し、行き先の見

えない不安な社会とも言える。また、グローバル化

の波が押し寄せ、日本人が古くから伝統的に伝えて

きた生活の形が失われつつある。同時に、生活は画

一化され、自分の生活を見つめ、何か本当に必要な

のかを見極めることが難しくなっている。

　今、中学校技術。家庭科の家庭分野で求められて

いるのは、（生活を営む上で生じる課題に対して、

自分なりの判断をして解決することができる能力

注1）」である。　しかし、生徒たちの実態は、人と違

う価値観をもったり、自分なりの判断をすることを

不安に思う傾向がある。

　それは、消費社会化といわれる現代の風潮とも重

なる。マスコミでＡの食品が取り上げられると、翌

日には誰もが店に殺到してＡが売り切れる。そして、

Ａの本当の価値を知らなくても多くの人がＡを褒め

称えるのである。価値観が画一化し、多様な価値観

が生まれにくくなっている。

　そこで、生徒たちには、自分の生活をしっかり見

つめ、これからの生活を展望するために必要な価値

観をもってほしいと願っている。その上で、お互い

の価値観を認め合い、すり合わせることで、さらに

よりよい生活を営むための態度と実践力を身につけ

ていってほしいと考える。

２　実践研究主題の設定と経緯

　新学習指導要領における中学校技術・家庭科家庭

分野の目標は、「衣食住などに関する実践的・体験

的な学習活動を通して、生活の自立に必要な基礎的

・基本的な知識及び技術を習得するとともに、家庭

の機能について理解を深め、これからの生活を展望

して、課題をもってよりよくしようとする能力と態

度を育てる注2）。」である。　この中で、私は、「これ

からの生活を展望して」という言葉が特に大切と考

える。「これからの生活を展望して」とは、「今の自

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一分の生活を見つめ　将来の自　の生活を思い描き、

より豊かしようとすること　と捉える。家庭科の学

習は、将来の家庭生活を見通して構成すべきである。

　このことから、本研究の主題を、「生活を展望す

る中学校　庭科の授業づくり　とした。

　また、新学習指導要領では、特に全教科。領域に
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おける「言語活動の充実」が求められている。中学

校学習指導要領解説「技術・家庭」編の第３章「指

導計画の作成と内容の取り扱い」「４言語活動の充

実」では、「各分野の指導については、衣食住やも

のづくりなどに関する実習等の結果を考察し整理す

る学習活動や、生活における課題を解決するために

言葉や図表、概念などを用いて考えたり、説明する

などの学習活動が充実するように配慮するものとす

る。」と、言及されているよ3）。家庭科における言語

活動とは、生活の中の実践的な活動と深くかかわっ

ている。その中から様々な価値観を見つけ、それを

話し合いによってすり合わせることで、新たな価値

観が生まれる。

　家庭科のめざす「豊かな生活」とは、様々な価値

観が共存し、その中で、自分の生活に本当に必要な

価値を見つけられるものであると考える。そのため

には話し合いによって多様な価値観をすり合わせる

ことが必要になってくる。　ここでの「すり合わせ」

とは、「討論を通して、お互いの価値観を顕在ヒさ

せ、相互の考えを認めながら、各自の意識に落とし

ていくこと」_と捉える。それが、課題を解決してい

くことにつながり、これからの生活を展望すること

になると考える。

　以上のことから、本研究の副主題を、「多様な価

　観をすり合わせる言語活動　とした。

３　研究の概要

　（１）現任校の生徒の実態から

　現任校では、授業中は多くの生徒が挙手をし、活

発に意見を出すことができる。家庭科においても活

気ある授業を行うことができる。

　しかし、発言内容はやや単発的で、意見を絡め合

って話し合うことは十分にはできていない。また、

事実から考察をして意見を述べたり書いたりするこ

とが苦手な生徒も多い。このことは、ＯＥＣＤのPISA

調査の結果注4）にもあてはまることである。

　（２）家庭科における言語活動

　授業時間の少ない家庭科では、ややもすると、製

作や実習ばかりに時間をとられ、そこから生活を見

つめさせ、自分なりの価値観をもたせることなく学

習が終わってしまうこともある。それでは、「生活

を展望する」という教科のねらいに迫ることはでき

ない。そこで大切なのが言語活動である。製作や実
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習などの体験を、自分の生活に結びつけるものが言

語活動であると考える。

　家庭科では、まず、生活の中から課題意識をもた

せたい。そのためには、自分の生活を見つめ、きち

んと言語化するという基礎的な力が必要である。そ

の上で、生活における概念、図表、資料などを正し

く読み取ることや、実習、観察、作業などの結果を

記録し、正しく言語化することが大切である。

　次に、課題に対して自分なりの考えや価値観をも

たせたい。事実を考察したり、調べたことをレポー

トにまとめたり、様々な情報の特性を生かして説明

したりする言語活動を通して、自分の生活に合った

価値観をもたせたいと考える。

　最後に、それぞれの価値観を話し合いによってす

り合わせ、認め合う活動を通して、これからの生活

を展望させたいと考える。また、考えや願いを社会

に発信させるために話し合う活動を取り入れること

で、生活をより豊かにするための布石を打たせたい。

４　研究実践の構想と方法

　（１）研究のねらい

　研究のねらいについては、次の３段階で考えた。

　＜ねらい１＞自分の生活を見つめ、そこから課

題意識をもたせる。

　＜ねらい２＞課題についての認識を深め、自分

の価値観をもたせる。

　＜ねらい３＞多様な価値観をすり合わせること

で、これからの生活を展望させる。

　（２）めざす生徒像

　研究を進めるにあたって、めざす生徒像を、「言

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-語活動を通して考え　判断し　表現することによっ

て、多様な価値観をもち、お互いにすり合わせなが

ら、これからの生活を展望し、よりよくしようとす

る生徒」と設定した。

　（３）言語活動を意識した授業構造

　今回、新学習指導要領の「言語活動の充実」の項

目に言及されている内容よ5）をもとに、家庭科にお

ける言語力を図１のように整理して授業を構造する

ことにした。

　（４）研究の仮説と手だて

　本研究は、食物領域の題材「レッツリサーチ加工

食品」を構想し、実践を行うことにした。

　仮説と手だてについては、次の通りである。

＜仮説１：課題意識をもたせるための教材教具の

　　工夫（ねらい１に対応）＞

　題材の中で、言語活動の充実をふまえた教材や

教具を工夫すれば、食生活に対する課題意識をも

たせることができるであろう。

＜手だて＞

　・ハムの食べ比べ

　・品質表示集めと分析

　・食品添加物（発色剤）の染め出し実験

　・無添加のハム作り

＜仮説２：各自の設定した課題の追究

　　　　　　　　　　　　（ねらい2に対応）＞

　加工食品について調べ、レポートにまとめて発

表する場面を設定すれば、現代の食生活の課題に

対して認識を深め、自らの価値観をもたせること

ができるであろう。

＜手だて＞

　。「レポート作成の手引き」の活用

　・２分間のレポート発表

＜仮説３：価値観の交流とすり合わせ

　　　　　　　　　　　　（ねらい3に対応）＞

　考えを交流させられる学習課題を設定して話し

合う場面をつくれば、それぞれの価値観をすり合

わせることができ、自分のこれからの食生活を展

望することができるであろう。

＜手だて＞

　。「グループ討論虎の巻」の活用

　・無添加ハムを作っている小売店の紹介

　・大量生産をしているハムの製造過程の紹介

　・ワークシートの活用

　（５）題材の目標。構想について

　本研究では、平成22年度に、題材「レッツリサー

チ加工食品」を構想し実践した。その中で、「価

値観のすり合わせ」をより充実させるための課題が

いくつか浮き彫りになった。（中間発表参照）

　そこで、今年度同じ題材を再構想して実践するこ

とにした（図２）。以下、６つのクラスのうち、一

つのクラスの実践結果について報告する。

　　①　題材の目標

・加工食品や食品添加物に目を向け、課題意識をも

　つことができる。（意欲）

・品質表示の見方が分かるともに、加工食品の特徴

　や食品添加物の種類やはたらき、問題点などを理

　解することができる。（習得）

。自分の生活の中から課題を見つけることができる。

　また、価値観を話し合い、すり合わせることで、

　これからの生活を展望することができる。（活用）

　　②　題材構想

　今回、身近な加工食品として、「ハム」を題材の

軸として取り上げることにした。その理由は、「①

普段よく口にしていること」「②多くの種類が売ら

れていること」「③使用されている食品添加物のは

たらきや目的が分かりやすく、課題が見つけやすい

こと」「④食品添加物を使っているものと無添加の

ものとの比較がしやすいこと」である。

　授業の導人では、２種類のハムを試食させ、品質

－182 －



表示の見方をおさえる。

　その後、加工食品や食品添加物に対する課題意識

をもたせ、レポートをまとめ、発表会も行う。

　次に、食品添加物を使用しているハムと使用して

いないハムを比較させる。その中で、実際に無添加

のハムを手作りする活動も取り入れる。

　その上でどちらのハムを買いたいのか意見の交流

をさせることで、一人一人が食品選びに対する考え

をもち、消費者としての意見を社会に発信させる素

地を作りたいと考えた。

　なお、生徒の意識の変容を見るために、題材の３

時間目と12時間目に、食生活に対する意識調査とハ

ムのマインドマップ作成の時間を設けた。
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　（1）生活を見つめ、課題意識をもたせるた

　　めに（仮説1の検証）

　　①　実践について

　　　ア　２種類のハムの食べ比べ

　はじめに、発色剤などの食品添加物を多く使って

いる安価なハムＡと、値段は高いが、発色剤などの

食品添加物をできるだけ使っていないハムＢを試食

させた。その後、どちらがおいしかったかという感

想を出し合った。

　生徒たちの意見はほぼ半分に分かれ、Ａを支持す

る理由は、「食べ慣れている味。」「食感がなめらか。」

　「色がきれいでおいしそうに見える。」などであっ

た。Ｂを支持する意見は、「歯ごたえがあって肉の味

がする。」「嫌な後味がしない。」などであった。

　その後、40グラムあたりの値段が、Ａが99円、Ｂ

が159円であることを示し、「値段が違う理由を今後

の学習で解明していこう。」と投げかけた。

　Ａ男は、Ａのハムを支持し、「おいしいのに安いの

は理由があると思います。きっと添加物のようなも

のが入っていて、安く作れるのだと思います。」と

発言した。同じように加工食品と食品添加物のかか

わりに気づいた生徒は多くいた。

　　　イ　品質表示の分析

　次に、加工食品の原材料を理解させるため、品質

表示を集めて分析することにした。生徒たちには、

家庭にある加工食品の品質表示を集めてワークシー

トに貼り付けてくるという課題を出した。

　品質表示が集まったところで、そこから気づいた

ことを出し合った。その中で多く出だのが、「どう

してこんなにたくさんの原材料が使われているのだ

ろう。」や、「聞いたことがない難しい名前の原材料

が使われているけど、何のために入っているのだろ

う。」といった意見だった。ここで食品添加物の存

在が浮き彫りになり、「そのはたらきを調べてみよ

う。」という流れにつなげていくことができた。

　品質表示から読み取った食品添加物は、ワークシ

一卜に記入しながら分類し、不明な点は、その後の

レポートのテーマにつなげることにした。

　　　ウ　発色剤の染め出し実験

　食品添加物の分類から、試食した２種類のハムの

大きな違いは、発色剤などの食品添加物を使用して

いるか否か、ということが明らかになった。

　そこで、発色剤のはたらきを実感させるために、

発色剤（亜硝酸ナトリウム）につけ込んだ生肉をゆ

で、色の変化を見る実験を行った。

　まず、生の豚肉を２切れ準備し、片方を発色剤（亜

硝酸ナトリウム）の水溶液につけ込む。その後、鍋

に湯を沸かし、それぞれの肉をゆで、色の違いを比

＜図１＞ 家庭科における言語力

５　実践研究の報告



「レッツリサーチ加工食品」題材構想図（16時間完了）（○印は、言語を意識した活動）

　　　　　　　　　　　生鮮食品と加工食品について知ろう。　　　　（１時間）

○加工食品の定義を知る。○身近な食品を生鮮食品と加工食品に分ける。。加工食品を分類する。

＜図２＞
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較した。

結果は、発色剤につけ込んだ肉は鮮やかなヒヅク色

になり、つけていない肉は薄い茶色になった。はっ

きりと表れた結果に、生徒たちは歓声をあげた。

　二の後、発色剤には「食中毒菌の繁殖を抑える」

　「保存期間が長くなる。」「風味をよくする。」とい

う利点と、「発ガン性の疑いがある。」「アレルギー

の原因となる二とがある。」という問題点をおさえ

た上で、発色剤が必要かどうかという課題を提示し、

意見を交流させた。

　発言の多くは、「ピンク色の肉は作り物みたいで

気持ち悪かった。発色剤は絶対体に悪そうだから必

要ない。」といったものであった。　しかし、「きれい

な方がおいしそうに見える。発色剤にはよいところ

もあるから使ってもいいと思います。」といった肯

定的な意見も出てきた。

　食品添加物についてのとらえ方は様々で、生徒た

ちが自分なりの価値観をもち始めたことを感じた。

　　　エ　無添加ハム作りに挑戦

　ここまでの学習で、生徒たちから出てきた疑問は、

　「加工食品は、食品添加物を使わないとできないの

だろうか。」「安全な加工食品はないのだろうか。」

というものだった。

　そこで、食品添加物を一切使わないハム作りに挑

戦することにした。

　材料は、４人のグループに豚ももブロック肉500

グラム、塩、胡椒のみである。作り方は、次の通り

である。

①ブロック肉に塩、胡椒をよく揉み込む。

②ブロック肉を和紙で包み、たこ糸で縛る。

③その上から新聞紙で包み、チルド室で１週間ね

　かせる。

④１週間後、チルド室から出した肉を、65度から70

　度のお湯で２時間ゆでる。

⑤燻製釜に桜のチップを入れ、60分燻製する。

⑥冷めたらたこ糸をはずし、切り分ける。

　生徒たちは、手間のかかる作業にも集中して取り

組み、見事な無添加手作りハムが完成した。

　ハムを食べた後、感想の交流をしたが、Ｂ子は、「ハ

ム作りはすごく手間暇かかって大変だと思いました。

味付けして、ねかせて、ゆでて、燻製してやっとハ

ムができることが分かりました。」と発言し、その

意見にはみんな同意した。　しかし、味の感想は、「塩

と胡椒だけで味付けしているので、肉のうま味が感

じられておいしかった。」という意見と、「ちょっと

ぱさぱさしている。」「味が物足りない。」という意

見に分かれた。

　どの味が「おいしい」と思うかは、それぞれの嗜

好によるので当然であるが、一般に売られているハ

ムが万人に好まれる味になっているため、無添加ハ
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ムのシンブルな味では物足りないと感じる生徒がい

るという実態が浮き彫りになった。

　ハム作りの体験は、加工食品に対する価値観をも

たせるための大きな布石になった。

　　　　　　＜写真１＞ハムを作る生徒

　　②　仮説１についての考察

　教材としてハムを取り上げ、食べ比べたことは、

題材への意欲化や問題提起につながったと考える。

また、品質表示を読み取ることで、身近な加工食品

には多くに食品添加物が入れられていることに気づ

かせることができた。

　さらに、発色剤の実験から、食品添加物の効用と

問題点が明らかになり、その是非についての課題意

識をもたせることができた。

　無添加ハム作りは、食品添加物を使わなくても加

工食品が作れることを実感させることができた。ま

た、人類が昔から伝えてきた食品加工の原点にふれ

させることができた。　このことは、今の加工食品を

どうとらえるか、という価値観の形成にもつながっ

た。

　また、その後のレポート作成のテーマに大きく影

響し、ハムの歴史や成分、製造方法などをテーマに

して追究する生徒がたくさんいた。　さらに、仮説３

における実践「どのハムを選びたいか」の話し合い

では、無添加ハムを手作りする精肉店の店主の気持

ちに寄り添う発言につながったと考える。

　これらのことから、ねらいに迫るために教材教具

を工夫するという仮説１は有効であったと言える。

　（２）課題を設定し、追究させるために（仮

　　説２の検証）

　　①　実践について

　　　ア　「レポート作成の手引き」の活用

　これまでの学習で、生徒たちは加工食品に対する

課題意識をもち始めたので、追究したいテーマを決

めてレポートの作成に取りかかることにした。

　しかし、家庭科の時間でレポートを書くのは初め

ての経験であるので、はじめに「レポート作成の手

引き」を渡して説明をした（資料1）。



　テーマについては、「ハムについてJFハム以外の

加工食品について」「加工の方法について」「食品添

加物について」の４つの例を示し、そこから選ばせ

る形にした。

　資料集めについては、うまく集められない生徒も

多いことが考えられたため、教科書やハンドブック

も使えることにした。また、図書室の指導員さんに

お願いして、レポートに使えそうな本を選んでおい

てもらい、生徒にアドバイスをしてもらった。

　さらに、スーパーやコンビニなどで現地取材して

資料を集める方法も紹介し、１週間の資料収集期間

を与えた。

　　　　＜資料１＞レポート作成の手引き

　　　イ　レポートの作成

　１週間後、資料を集めてきた生徒たちは、レポー

トのまとめに取りかかった。資料のどの部分を使う

か、あらかじめ決めてきた生徒が多く、２時間の授

業時間で、ほとんどの生徒がレポートを完成させる

ことができた。　レポートのテーマについてはその一

部を、資料２で示す。

　　　ウ　２分間のレポート発表会

　全員のレポートができあがったら、まとめたこと

を声に出して伝えさせるために、発表会を行うこと

にした。このとき、一人２分程度の発表とし、あら

かじめ２分で話せる分量の発表原稿に、レポートの

内容を要約して記人させた。そうすることで、決め

られた時間で分かりやすく発表できると考えた。そ

して、発表するときの注意事項として、「みんなの

前に立って大きな声ではっきり話す。」「はじめにテ

ーマを言ってから話す。」「発表の最後に考察を入れ

る。」ということを伝えた。

　生徒たちは、発表原稿をもとに、自分の調べたこ

とを一生懸命に発表した。テーマが様々で興味深か

ったため、聞く側の生徒も真剣に耳を傾けていた。

　　　　＜資料２＞レポートのテーマの一部

　　②　仮説２についての考察

　レポートによる課題の追究は、最初はとまどう生

徒も多かった。　しかし、「レポート作成の手引き」

を使って、テーマの例や資料の集め方、レポートを

まとめる手順などを丁寧に示したことで、どの生徒

も自分のテーマでレポートをまとめることができた。

　レポートの内容は、食品添加物をテーマにしたも

のが最も多く、品質表示集めや、発色剤の実験など

から、食品添加物に対する課題意識をもった生徒が

多いことが分かった。

　次に多かったのは、興味のある加工食品に焦点を

当て、製造方法、原材料、食べられるようなった歴

史などをまとめたレポートだった。　日頃よく食べて

いる加工食品について詳しく知りたいと考える生徒

が多いことが分かった。

　その他に、少数であったが、スーパーやコンビニ

に出向いて、売られている加工食品を調べたり、店

の人に話を聞いて売れ筋ランキングなどをまとめて

くる生徒もいた。

　Ｂ男は、無添加ハムを作ったとき、なぜ燻製をす

るのかという疑問をもち、「燻製とは何か。」という

テーマでレポートをまとめた。そして、燻製には、

風味をよくすると共に、菌の繁殖を抑えて賞味期限

を長くするはたらきがあることを知り、「昔から伝

わる加工方法をうまく使えば、食品添加物に頼らな

くてもいいと思う。そうすれば食品はもっと安全に

なると思う。」と感想を書いた。このように、多く

の生徒が、レポートをまとめる中で、自分の価値観

を見い出すことができた。

　以上のことから、生徒たちの課題意識を、レポー

トという形で追究するという仮説２は有効であった

と言える。

　（３）価値観を交流させ、すり合わせるた

　　めに（仮説３の検証）
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　　①　実践について

　　　ア　ハムの製造方法を比較する

　本題材のはじめに生徒たちは、食品添加物を多く

使っているハムとできるだけ使わないハムを食べ比

べ、どちらがおいしいか意見の交流をした。その後、

無添加のハム作りに挑戦した。

　従って、ここまでの学習で、３種類のハムが登場

している。　ここでは、Ａ（手り無添加ハム）、Ｂ（食

品添加物の使用をおさえた大量生産のハム）、Ｃ（食

品添加物を多く使った大量生産のハム）という呼び

方で述べる。

　生徒たちに、自分にとって価値のあるハムはどれ

かを選ばせるため、まずは、それぞれのハムを製造

方法から比較することにした。

　Ａについては、自分たちでも作っており、製造方

法は知っているが、より安全性とおいしさを求めて

ハム作りをしている東浦町にある「Ｍ精肉店」を紹

介した。

　　「Ｍ精肉店」は、塩と胡椒のみを使い手間暇かけ

て無添加ハムを作っている小売店である。アレルギ

ーのある子どもにも食べてほしいという店主の願い

を知り、店に行って取材をさせてもらった。そして、

店主の話をＶＴＲに収めて生徒に見せた。その後、ハ

ムの製造過程をパワーポイントにまとめたものを見

せ、ハムが作られる行程を説明した。製造方法は次

の通りである。

　１　三重県の契約農家から豚を運び、解体業者に

　　依頼して店内で肉を解体する。

　２　肉を切った後、塩と胡椒で３週間「塩せき」

　　する。

　３　店内の燻製釜につるし、桜のチップで８時間

　かけて燻製する。

　４　冷めたら真空パックして完成。

　自分たちが作ったハムよりも、さらに手間暇のか

かった作り方に、生徒だらけ「すごいなあ。」と驚

いた。そして、「赤字経営だけど、アレルギーのあ

るお客さんも喜んでくれるから頑張っている。」と

いった店主の話に、真剣に耳を傾けていた。

　次に、工場で大量生産されるＣの製造方法を紹介

した。

　ここでは、教師が調べた資料をもとに、ワークシー

トとパワーポイントを使って説明した。その概要は、

　「①100キロの豚肉のかたまりに、水と食品添加物

で作ったゼリ一液を注射器で注入し、120キロから

130キロに増やす。」「②ゼリ一液が肉の組織全体に

行き渡るようによく揉み込む。」「③燻製はせずに、

食品添加物で桜のチップ風味にした『燻液』に肉を

漬ける。」「④加熱して完成。」である。

　生徒たちは、食品添加物を多く使用していること

は知っていたが、肉を増量させていることは知らな

かったため、「そんなこと知らないで食べてたよ。」

と、驚きの声をあげていた。

　Ｂについても、工場で大量生産されているため、

製造方法は基本的に同じであるが、発色剤や酸化防

止剤、調味料などの食品添加物をできるだけおさえ

て作っていることを知らせた。

　　　イ　どのハムを選びたいか話し合う

　その後、３種類のハムの原材料、値段、賞味期限、

作り方、買い方（求めやすさ）を対比させたワーク

シート（資料３）を配布し、「あなたがこれからハ

ムを買うとき、どのハムを選びますか。」というテ

ーマで話し合いをした。

＜資料3＞　3種類のハムを比較したワークシート
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　３つのハムの違いを理解した生徒たちは、まず自

分の考えをワークシートにまとめた。Ａを選んだの

は15人、Ｂを選んだのは12人、Ｃを選んだのは13

人だった。

　話し合いの口火を切ったのは、Ａを支持する意見

だった。「健康のためには値段が高くても安全なも

のを選びたい。」「シンプルで余分なものが入ってい

ないのがいい。」「作っている人の顔が見えるから安

心できる。」「手作りハムの方が素材の味がしておい

しい。」といった意見が続いた。

　それに対して反論したのは、Ｃを支持する意見だ

った。「いつも食べているハムの方が好みの味。」「毎

日食べるわけじやないから食品添加物が入っていて

も大丈夫だと思う。」「安いし手に入りやすいから。」

　「食品添加物は、基準値の範囲内だから安全だと思

う。」「食品添加物をいちいち気にしていたらきりが

ない。」という考えだった。

　Ｂを支持する意見は、「本当はＡがいいけど、高

いし、手に入らないから少しでも食品添加物の少な

いものを選びたい。」という考えが中心だった。

　生徒たちはそれぞれの価値観で意見を出し合い、

話し合いはしばらく平行線をたどっていた。しかし、

Ｂを支持する意見の中に、「本当はＡを買いたいけ

ど…。」という妥協的な考えが多く出てきたので、「本

当はＡが買いたいのに買えないってどういうことで

すか。」と発問を投げかけた。

　そこで出た意見は、資料４に示すように、安全な

ものが選びたいけれど現実には手に入れることが難

しい、というものだった。

　　　　　＜資料４＞　話し合いの授業記録

　Ｔ　　Ｏさんが、「本当はＡが買いたいけど買えない
　　　　って言っているけど、それってどういうことで
　　　　すか。
　Ｓ１　Ａは安全だから良いに決まっているけど、値段
　　　　が高くて簡単には買えないと思います。
　Ｓ２　忙しいときにわざわざ遠くまで買いに行けない
　　　　し、ネットで注文すると送料がかかってますま
　　　　す高くなる。
　Ｓ３　付け足しで、ネットだと、届くまで日にちがか
　　　　かるからすぐに食べたいときに困ります。あと、
　　　　やっぱり家計が苦しいときにあまり贅沢できな
　　　　いと思います。
　Ｔ　　みんながＡが買えない理由はやっぱり値段です
　　　　か。値段が安かったら買いますか。
　Ｓ４　安ければ買う気になると思います。
　Ｓ５　でも、Ａはきっと大量生産できないから店に行
　　　　っても少ししか売っていないと思います。買い
　　　　たくても買えないかもしれません。

　この話し合いで、本当はみんな安全を求めている

が、その願いが叶いにくい状況にある、という社会

刀問題が浮き彫りになった。

　そこで、次の課題「安全な無添加ハムを、もっと

買いやすくするにはどうすればいいだろう。」につ

なげることにした。

　　ウ　安全なハムが買いやすくなるための方策を

　　　話し合う

　ここでは、どの生徒にも考えを発表してほしいと

いう願いから、まず、４人グループでの話し合いを

取り入れた。

　グループで話し合う活動は、このときが初めてだ

ったため、進行がうまくいくように、リーダーのた

めに「グループ討論虎の巻」（資料５）を作り、活

用することにした。

　　　＜資料５＞「グループ討論虎の巻き」

　生徒たちは、ワークシートに各自の意見をまとめ、

リーダーの指示に従って話し合いを始めた。

　各グループで意見がまとまったら、リーダーに発

表させた。そこで出た意見は、「無添加ハムを大き

なスーパーに置いてもらい、みんなが買えるように

する。」「手作業だけでなく、機械を取り入れて大量

に作れるようにする。」「もっと宣伝してみんなに無

添加ハムを買ってもらう。たくさん売れれば安くな

る。」「Ｍ精肉店の従業員を増やしてチェーン店にす

る。店が増えればみんなが買うようになる。」とい

うものだった。

　この後、それぞれの意見について全体で検討し合

う時間を設けた。賛成意見、反対意見、質問、折衷

意見など様々な意見が飛び交った。

　最終的には、「赤字覚悟でやっている小売店では

人を増やすのが難しく、大量生産ができない。宣伝

するにも費用がかかる。」という壁に突き当たり、

結論は出なかった。

　　　エ　豊かな食生活について話し合う

　生徒たちはここまでの話し合いで、食生活がどう

あるべきかという価値観をもち、それらをお互いに

すり合わせることができた。
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　そこで、題材の最後に、「豊かな食生活とは何か」

について話し合うことにした。

　意見は様々で、「食べたいものが手に入り、感謝

して食べられること」「お金をかけなくてもおいし

いものが食べられること」「体によい安全なものが

食べられること」「栄養バランスよく食べられるこ

と」「家族や友人と一緒に楽しく食べられること」

といった考えが次々に出された。物質的な豊かさだ

けではなく、心情的な豊かさにも目を向けることが

できた。

　生徒たちが、これからの食生活を豊かにしていく

方策を模索し始めたことを感じた。

　　②　仮説３についての考察

　今回の題材では、多様な価値観をすり合わせる話

し合いの場を３回設けた。

　１回目の「どのハムを買いたいか。」という課題

では、はじめ、健康に価値を置く意見と、価格や買

いやすさに価値を置く意見に大きく分かれた。そし

て、話し合いが進むにつれ、対立意見だけでなく、

お互いの良さを認める意見や、折衷的な意見も出て

きて、途中から考えを変える生徒もいた。

　生徒たちは、それぞれの考えをすり合わせること

で、自分の考えを見つめ直すことができた。

　２回目の、「安全なハムが買いやすくなるための

方策」の話し合いでは、グループによる討論を組み

入れ、どの生徒も意見が出せるように構想した。そ

の結果、どのグループも活発に話し合いを行い、考

えを発表することができた。

　そんな中で、現代の食生活の問題点とも言える「利

益」と「安全」が共存しにくいというジレンフに陥

り、暗礁に乗り上げた場面もあった。　しかし、「大

手の企業は利益を求めるだけでなく、消費者の健康

を考えて、本格的に無添加ハムに取りかかってほし

い。」といった意見も出て、社会に対して願いを発

信するための礎が築けたと考える。

　３回目の「豊かな食生活」の話し合いについては、

　「健康」「安全」「栄養バランス」「嗜好」「感謝」「団

らん」「世界の食糧事情」「エコロジー」など、様々

な視点からの意見が出され、「豊かな食生活」のイ

メージが大きく膨らんだ。題材のまとめの話し合い

として意味があり、将来の食生活を豊かにするため

の展望へとつながったと考える。

　以上のことから、多様な価値観のすり合わせが生

活を展望することにつながり、仮説３は有効であっ

たと言える。今後は、討論の形や話し合いのテーマ

設定について更に検討していきたい。

６　調査結果から見る生徒の変容

　（１）意識調査より

　今回の実践では、題材のはじめと終わりに食に対

する意識調査を行った。調査の内容は、「食品を買

うときに最も二だわるのは、値段、味、原材料のど

れですか。」というものである。

　題材のはじめに行った１回目の調査では、「味」を

選んだ生徒が55‰と多く、次に「値段」33％、「原

材料」12％であった。この時点では、食品の安全性

や健康へのかかわりにはあまり目が向いておらず。

　「安くておいしいもの」を選ぶという考えの生徒が

ほとんどであった（グラフ１）。

　<ｸﾞﾗﾌ1〉1回目の意識調査　　　<ｸﾞﾗﾌ2〉2回目の意識調査

　題材の終わりに行った２回目の調査では、生徒の

意識の変容がはっきりと伺われた。「原材料」が43

％と最も多く、「味」33％、「値段」24％となった（グ

ラフ2）。「原材料」を選ぶ生徒が増えたことから、

品質表示を分析したり、発色剤の実験を行った活動

が効果的であったと言える。

　しかし、一貫して「味」、「値段」を支持する生徒

も多かった。調査をする際には、「どれも大切だか

ら一つに決められないよ。」という声もあがった。

意識調査から、「お金をかけずに安全なものをおい

しく食べたい。」という生徒たちの願いを感じ取る

ことができた。　これは、考えを話し合い、すり合わ

せたことで生まれた価値観であると考える。

　（２）マインドマップより

　意識調査と同時に「ハム」をキーワードにしたマ

インドマップも作成させ、意識の変容を見た（資料

６）。　１回目のマインドマップは、「ピンク色」「丸

い」といったハムの形状から連想する言葉や、「ハ

ムサラダ」「ハムサンド」といった食べ方から連想

する言葉が多く見られた。　しかし、２回目は、「加

工」「煉製」「解体」「水増し」といった製造方法に

関する言葉や、「食品添加物」「発ガン」「食中毒」

といった健康面に関する言葉が多く登場した（資料

７）。

　ハムの製造方法に関する言葉が多くなったのは、

無添加ハムを手作りした体験や、３種類のハムを比

較した結果であると考える。　このことから、生徒た

ちは、加工食品に対する認識を深めたと言える。

　また、食品添加物について調べたり実験したりと

いう活動から、健康面に関する言葉が多くなったと
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考える。ハムの選択についての価値観のすり合わせ

も、健康で安全な食生活に目を向けることにつなが

ったと考える。

＜資料７＞マインドマップの言葉の比較

７　おわりに

　今回の研究の成果は、次のように考える。

①加工食品を取り上げて題材を構成し、ハムを軸

　にして教材を工夫したことで、生徒たちは自分

　の食生活に目を向け、そこから課題をもつこと

　ができた。

②テーマを設定してレポートをまとめる活動を通

　して、課題を追究することができ、望ましい食

　生活についての価値観をもつことができた。

③討論による価値観のすり合わせにより、豊かな

　食生活に対する認識を深め、これからの生活を

　展望することにつながった。

　今後の課題としては、次のように考える。

①食のグローバル化、消費社会化などの問題にも

　目を向け、より広い視野に立って自分の価値観

　がもてるように、新たな題材を構想し、教材、

　教具を開発していく。

②家庭科のねらいに迫るために、より有効な言語

　活動のあり方を追究し、カリキュラムに組み込

　んでいく。

　実践の中では、志水廣先生に同行していただいて、
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無添加ハムを作る精肉店を取材するといった貴重な

体験もできた。教職大学院で学ばせていただき、多

くの先生方のご指導のおかげで達成できた実践であ

った。


